
ふじのくに芸術祭２０２１（第 61 回静岡県芸術祭） 

合唱コンクール 審査結果報告 

賞 

部 門 

寸  評 団体名（市町名）  

「披露した曲」  

静岡県芸術祭賞 

一般の部 6 名の鍛え上げられた声で、アンサ

ンブルと表現力が秀でていた。  

音楽創造の方向性も明確で安定し

た合唱であった。  

インサラータ・ヴォカーレ  
女声合唱「種はさへづる」より 

① だんす ②春の河 ③種はさへづる 

奨励賞① 

一般の部  
難しい合唱曲ながら曲の構成、  

言葉、音楽表現が素晴らしかった。  
 

静岡県立掛川西高等学校音楽部  

① Ave Maria ②花火ひらく 

奨励賞② 

一般の部 J.S.バッハの深い音楽性を余裕のあ

る表現で高い芸術性を秘めて魅了さ

せてくれた。  
 

磐田バッハ合唱団 

「イエスよ 我が喜び」より 5 曲 

奨励賞③ 

一般の部 9 人の女声コーラスで、日ごろの望

ましいトレーニングがうかがえた。  

指揮者の指示で音色や音楽性が高

いレベルになっている。  

静岡英和女学院中学校・高等学校音楽部 

① 新しい歌を主にむかってうたえ 

② SALMO 

準奨励賞 

一般の部 安定した男声合唱で、とても素晴ら

しい。各パートのバランスも良好で、  
特に内声部が充実して重厚な響きが

出ていた。 
 

静岡男声合唱団 
① 冬野  ②こころよ うたえ 

【総 評】                    

コロナ禍の影響で、ジュニアから一般まで 12 団体と例年になく少ない団体数となった。 

合唱の内容はジュニアの中学校、高校、男声、女声一般と多種となっていてレベルの高い  

合唱もあった。来年は参加団体の増加と県下各地から合唱グループの日ごろの練習成果が  

期待でき、静岡県の芸術祭の一翼を担うものと思います。  

 

 

令和３年 12 月５日 

 

審査員代表   山 脇 卓 也                


